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（復旦大学），潘威氏（陝西師範大学）の 2 氏を招聘した。孫氏は復旦大学の GIS プロジェ
クトのスタッフとして 10 年ほどのキャリアを有する。歴史自然地理・地図画像処理など技
術的な側面を専門とする。今回の報告では「歴史地理研究における GIS の応用─1855 年黄
河下流古河道復元の実践」と題した報告をおこなった。孫報告に対して，リモートセンシン
グを活用した歴史地理研究を試みている長谷川順二氏（学習院大学）と現代中国史研究者で
ある河野正氏（日本学術振興会）のコメントをいただいた。もう 1 人の報告者である潘氏は
復旦大学の満志敏教授の指導のもと，GIS を利用した歴史地理研究をすすめてきた。2009
年より陝西師範大学にて研究を開始し，現在では東アジア地域の気候変化と自然災害，中国
歴史地理情報システムを専門として研究している。今回は「GIS と中国史における水文変化
の研究」と題した報告をお願いした。潘氏の報告に対しては GIS の人文研究への応用の視
点から松永光平氏（慶應義塾大学）にコメントいただいた。
本シンポジウムから約 1 年が経過した。長安学プロジェクトは陝西省考古研究院との共同
研究も順調に進みつつあり，また，東海大学とのリモートセンシングを利用した歴史研究も
都市・長安のみならず周辺の陵墓・陵邑・橋梁・水利施設などへと対象も拡大し，さらに，
黄河流域やエジプトのナイル流域との比較研究も始まっている。
（よしだ　あい　　学習院大学国際研究教育機構 PD 共同研究員）
